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厳しかった今年の冬ですが、ようやく春の兆しが感じられる候となってきました。今回の音声工

房だよりでは、

(1) 今後の、「音声工房だより」の印刷媒体の配布について
(2) 日本音響学会研究発表会に音声工房・声道模型教材等を展示、
(3) 音声工房 Custom／Custom+Macro用プリエンファシス機能の提供、
(4) モルモットの鳴き声を音声工房 LongDataで自動カウントする、
という内容でお届けします。

「音声工房だより」の印刷媒体の配布について

今後は、メールでの発行通知とWEBでの閲覧を主体に
これまで「音声工房だより」は印刷物の形態で、ご希望

のユーザーの方に郵送して参りました。2001年５月にお
こなったアンケート調査で、53%の読者が印刷物を求めて
ておられるという結果を重視したものです。それから約２

年が経過し、昨秋には音声工房専用のWEBサイトが発足
しました。

そこで、「（図表を含めた）音声工房だより」をWEB
サイトに登録し、その発行をメールでお知らせするという

形態に変更させていただきます。

なお、どうしても印刷物が欲しいという方には、しばら

くの間郵送を続けますので、お申し出下さい。

日本音響学会研究発表会に展示・実演

音声工房Custom+Macroなど新製品を出展予定

はじめに
来たる３月１８日～２０日に、東京・早稲田大学大久保

キャンパスにて開催される日本音響学会春季研究発表会に

併設される展示会（アコースティック・テクノプラザ）に、

当社音声製品を展示する予定です。学会参加の方、お近く

においでの方は、ぜひお立ちより下さい。

日時
2003年3月18日（火）　9：30～17：00
　　　　　19日（水）　9：30～17：00
　　　　　20日（木）　9：30～13：00

会場
早稲田大学理工学部５３号館１階１０２及び１０４室

ＪＲ山手線高田馬場駅下車　徒歩１２分

入場料
アコースティック・テクノプラザ会場への入場は無料で

す。ただし、研究発表会への参加は、参加費 ¥4,000（非
会員の場合）が必要です。

展示内容など
今回の展示では、新しい音声処理ソフトウェアである音

声工房Custom+Macroを動作させ、マクロ機能の動作を
実演します。その他、他の音声処理ソフトウェアも展示実

演致します。

また、声道模型教材VTM-10 のフルセットを展示致しま
す（昨年は、パイプ型模型のみ）。パイプ型とプレート型

の声道模型を、電気式音源あるいは笛式音源で駆動操作で

きるように展示致します。

 プリエンファシス機能の提供
音声工房Custom/Custom+Macroのユーザー処理として実現



２００３年３月１日発行　第１４-２号　通刊７６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２／２）

はじめに
あるユーザーの方から、「（他の分析ソフトに備わって

いる）プリエンファシスの機能を具備して欲しい」という

要望を戴きました。検討の結果、ユーザー処理（外部コマ

ンド）の形態として実現し、音声工房WEBにて提供する
こととしました。

プリエンファシスとは
人間の音声の長時間スペクトルは、大ざっぱには、

-6dB／oct で高域が減衰している。音声データを処理し
たり観測する場合に、あらかじめスペクトルを平坦化（プ

リホワイトニング、白色化）する処理を施す場合がある。

この高域強調の処理をプリエンファシスと呼んでいます。

ソナグラムを取得する分析プログラムの中には、この機

能が具備されており、プリエンファシス後のソナグラムを

観測するのに慣れている方もおられ、音声工房で同様のソ

ナグラムを観測するために、この機能を要望されたのです。

プリエンファシスの方法
プリエンファシスの実現方法として、元のサンプル値系

列に演算を施す方法を採用しました（ディジタルフィルタ

に通すことに相当する）。演算式は、次の通り。
y(t)=x(t)-α×x(t-1)

ここに、x(・) は元のサンプル値、y(・) は新しいサン
プル値です。αは係数で、たとえば０．９７程度の値にし

ます。これでほぼ 6dB／oct の高域強調の効果がでます。
　このような演算を行う関数を音声工房Custom / Custom
+Macro のユーザー処理（外部コマンド）として実現しま
した（本体に変更を加えることなく、新機能を装備できる

ので）。

プリエンファシス機能の提供法
　プリエンファシスの処理関数は、弊社のWEB（音声工
房.COM）からダウンロードできるようにしました。なお、
その際には、音声工房Custom / Custom + Macro のシリア
ル番号（記憶媒体に表示）を必要とします。

 モルモットの鳴き声を自動カウントする
音声工房LongDataを利用するとこんなこともできます

はじめに
ある企業の薬理研究所から相談を受け、解決した事例に

ついて紹介します。モルモット（guinea pig）の子供は、
母親から離すと鳴き始めますが、抗ストレスのある薬では

鳴く回数が抑えられます。よって、鳴く回数をカウントす

れば、薬の評価ができるのではないかというわけです。

これまでは、子モルモットの鳴声を人が聞きカウンタで

計測していたのですが、もっと楽に、かつ計数誤りを下げ

てできないかという相談です。

音声工房LongDataの利用
そこで、子モルモットの鳴声をパソコンに取り込み、そ

の波形を観測しました。鳴いている区間は時間的に離れて

おり、鳴き声区間を検出すれば、鳴き声回数をカウントす

ることができるという予想をつけました。鳴き声区間を検

出するには、音声工房 LongDataに備わっている「（単
語音声の）自動切り出し」という機能が使えそうです。

処理の過程を、順

を追って説明します。

図１は、パソコン

に取り込んだ鳴き声

データのパワー包絡

です（１段当たり１

０秒を表示しており、

合計で４０秒です。

以下同じ）。録音環

境が良くなく、かな

りのノイズが含まれ

ています。音声工房

Customでスペクトル
を調べると、モル

モットの声は高い成

分が主で、それに低

い周波数成分の騒音

が重畳しています。

そこで、切断周波数

800Hzの高域フィルタ（音声工房 Customの外部コマン

ド）を通すことにしました。その結果を図２に示します。

図２により、モルモットが１回に鳴く長さ、鳴き止んでい

る長さなどが把握できます。

そこで、自動切り出しのパ

ラメタを図３のように設定し

て、自動切り出し処理を実行

しました。その結果が図４で

す。図４から、鳴くレベルが

低い区間を除いて、鳴いてい

る区間がほぼ正しく切り出さ

れていることがわかるでしょ

う。（この段階で、試聴など

により自動切り出し結果に変

更を加えてもよい）

次に、鳴く回数をカウン

トするために、切り

出された結果の数値

データをファイルに

はき出す。そのため

に、音声工房

LongDataにおいて、
［指定区間｜保存］

を指定し、適当な

ファイル名を与える。

指定区間の情報（開

始／終了位置）は、テキスト

タとしてファイルに格納され

ら、Excelのような表計算ソ
で読み込むことができる。そ

ると、図５に示したような表

られる。Ａ列は、ラベルを付

ていないので空欄になってい

Ｂ列は各音声区間の開始位置

列は終了位置になっている。

の行番号から、鳴いた回数の

ントが可能になる。

　　　　　　　図１　原波形

　　　　図２　ハイパス後の波形

　　
図３　切り出しパラメタ
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図５　切り出し結果の数値出力

　　　図４　切り出し結果
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